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要旨：重金属を多く含む自然土壌の上に成立する植生は、そ

の周囲にある通常の土壌に成立する植生と異なり、生理的

にも生態的にも適応できる植物種のみが定着できると考え

られている。そういった植物種は「好金属植物」と定義され

る。国内の鉱山環境においても特徴的な植生の成立が確認

されており、植物種としてヘビノネゴザ、ススキ、イタドリ、

オオイタドリなどの遷移初期草本やリョウブ、アカマツ、ヤ

ナギ類、ウツギなどの遷移初期樹種が報告されている。植生

遷移は裸地にコケ植物や地衣類の定着後、1 年生草本が定着

した後、多年生草本の定着が進む。その後、陽樹が侵入し、

最終的には陰樹林が形成されることとなる。鉱山跡地にお

ける植物の遷移・緑化に関する事例を踏まえた各事業者へ

のアンケート調査の結果、集積場等では緑化を促進させた

いという要望があることが判明した。 

金属鉱業事業団は「捨石・鉱さいたい積場の手引」の中で

「自然の植生と一体化し、鉱山跡地を元山化するのが最終

目標であり、その際には生態遷移を念頭におく必要がある」

と述べている。人の手をかけて植生遷移を助長させる際に

は、鉱山環境に適応できる植物種の選択が重要と考える。発

表者らは、現場が要望する緑化を考慮し、植生遷移を助長す

るような植物の選択や導入方法を検討すべきと考えてい

る。現在、高濃度の有害金属に対する耐性植物の利用を中心

にした休廃止鉱山の緑化等に関するガイダンス案を作成中

であり、その途中経過について報告する。 

 
図 1 植生遷移の概略図 

 
 

 
図 2 植物の金属耐性機構 

赤矢印は金属元素を蓄積する植物の耐性機構を、青矢印

は金属元素を体外へ排出する耐性機構を示す。Larcher 
(2004)を参考に作成した。 
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